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ラット胃上皮細胞 RGM1 とラット小腸上皮細胞 IEC6 を用い、青黛（0, 1.25, 2.5, 5g/ml）を 1 時間前処
置した後、インドメタシン（IND）又はアスピリン（ASA）を 18 時間暴露させ、青黛による細胞傷害抑
制効果について WST-8 にて評価した。次に、上記細胞を用い、青黛 5g/ml を 1 時間前処置した後、IND
又は ASA を 1 時間暴露させ、細胞内活性酸素、ミトコンドリア膜電位、ミトコンドリア由来の活性酸







MitoSOX 測定法、電子顕微鏡（日立 H-7000）を用いて観察した。また、MITOISO2 を用いてミトコンド
リアを抽出し、青黛 5μg/ ml で前処置した後、IND 又は ASA を 1 時間暴露させ、電子スピン共鳴にて評
価した。 
(結果) 
RGM1、IEC6 細胞ともに、IND 又は ASA 暴露により cell viability の低下を認めたが、青黛を前
処置することにより用量依存的に cell viability の改善を認めた。また、両細胞ともに IND 又は ASA 暴
露により MTP の低下を認めたが、青黛前処置により MTP 低下の軽減を認めた。さらに両細胞ともに
IND 又は ASA 暴露により細胞内およびミトコンドリア由来の活性酸素は増大していたが、青黛前処置
























平成 27 年 6 月 4 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
